
●
茂
木
町

　
　
　

『
美
土
里
館
』

堆肥を使用しブランド化した野菜

出来上がった堆肥

栄養士の説明（試食しながら）高松中学校の自校式給食センター

●
高
崎
市
取
り
組
み

●
栄
養
士
の
配
置

　

自
校
式
の
55
校
園
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名

の
栄
養
士
を
配
置
し
、
６
班
に
分
け
て

専
門
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み

　

①
学
校
栄
養
士
が
学
校
教
育
目
標
に

合
わ
せ
て
、
学
校
給
食
構
想
、
給
食
目

標
を
立
て
る
。
②
教
科
と
関
連
し
た
給

食
計
画
。
栄
養
士
が
教
科
書
全
部
を
持

ち
、
授
業
内
容
に
あ
わ
せ
た
き
め
細
か

な
献
立
を
実
施
。
③
地
場
産
の
野
菜
、

食
材
を
使
用
。
④
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、

医
師
の
診
断
書
を
も
ら
い
保
護
者
と
学

校
と
栄
養
士
が
相
談
す
る
。
⑤
給
食
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
い
か
す
。

⑥
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
し
食
育

を
実
施
。
地
元
の
業
者
と
保
護
者
と
一

緒
に
試
食
。
⑦
Ｈ
Ｐ
に
毎
日
給
食
の
写

真
が
の
り
、
Ｈ
Ｐ
で
保
護
者
も
確
認
で

き
る
。
⑧
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
自
ら
選
ん
で
食
事
す

る
。
⑨
給
食
伝
言
板
を
毎
日
配
布
。
⑩

高
松
中
学
校
で
は
、
調
理
師
４
人
で
全

生
徒
５
１
０
人
分
の
野
菜
を
手
切
り
。

冷
凍
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
野
菜
は
使
わ
な

い
。

●
取
り
組
み
後
の
成
果
・
効
果

　

①
学
校
の
中
に
給
食
室
が
あ
る
の

で
、
生
徒
が
作
っ
た
野
菜
を
食
材
に
使

用
で
き
る
。
作
っ
た
喜
び
、
作
る
大
変

さ
も
わ
か
る
。
②
冷
凍
の
も
の
は
使
わ

な
い
。
手
間
を
か
け
て
調
理
す
る
こ
と

に
よ
り
魚
等
を
子
ど
も
も
好
き
嫌
い
な

く
食
べ
る
。
③
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
短

時
間
に
多
く
の
食
数
を
作
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
早
く
作
っ
た
給
食
は
児
童

生
徒
が
食
べ
る
ま
で
に
配
送
等
時
間
が

か
か
り
冷
め
て
し
ま
う
が
、
自
校
式
は

暖
か
い
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。

●
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
い
か
す
こ
と

が
で
き
る
か

　

自
校
方
式
の
方
が
、
明
ら
か
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て

明
確
な
学
校
給
食
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
こ
と
が

何
よ
り
も
必

要
で
す
。
視

察
時
に
は
、

建
設
費
用
等

の
請
求
資
料

が
十
分
提
出

さ
れ
ず
再
度

依
頼
中
で
す

が
、
最
終
的

に
は
費
用
対

効
果
を

考

え
、
財
政
的

判
断
が
求
め

ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思

い
ま
す
。

茂
木
町
の
60
％
の
農
家
が

美
土
里
た
い
肥
を
使
用
。

出
来
た
お
米
や
野
菜
は
学

校
給
食
に
食
材
と
し
て
使

わ
れ
、
道
の
駅
の
直
売
所

や
町
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
は
「
美
土
里

た
い
肥
」
栽
培
野
菜
が
ブ

●
具
体
的
な
取
り
組
み

   

茂
木
町
有
機
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
「
美
土
里
館
」
は
、
平
成
15
年
4

月
か
ら
本
格
稼
動
し
ま
し
た
。
生
ご
み
、

牛
ふ
ん
、
落
ち
葉
、
お
が
こ
、
も
み
が

ら
な
ど
の
地
域
資
源
を
原
料
と
し
て
堆

肥
を
つ
く
り
、
４
つ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
①
環
境
保
全
型
農
業
を
推

進
。
家
畜
農
家
の
約
６
０
０
頭
の
家
畜

ふ
ん
尿
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

②
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
。
ご

み
の
分
別
収
集
を
実
施
し
、
た
い
肥
化

す
る
こ
と
で
、
焼
却
費
用
の
削
減
・
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有
害
物
質
の
抑
制
に

努
め
、
生
ご
み
は
、
町
内
５
，
０
０
０

世
帯
の
内
、
市
街
地
１
，
８
０
０
世
帯

の
一
般
家
庭
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主

原
料
に
し
た
生
分
解
性
の
袋
で
収
集
し

て
い
る
。
③
森
林
保
全
の
推
進
。
森
林

の
落
ち
葉
や
間
伐
材
を
活
用
し
、
森
林

保
全
を
推
進
。
こ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち

の
所
得
確
保
に
も
努
め
、
針
葉
樹
林
、

広
葉
樹
林
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
ha
が
適

正
な
管
理
に
よ
り
蘇
っ
て
い
る
。
④
農

産
物
の
「
地
産
地
消
」
体
制
の
確
立
。

ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
販
売
。　
　

●
事
業
費　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環

境
整
備
国
庫
事
業　
　

６
億
円　
（
国

３
億
円
、
栃
木
県
１
億
円
、
町
２
億
円
）

●
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
い
か
す
こ
と

が
で
き
る
か

　

説
明
さ
れ
た
環
境
課
長
は
「
地
域
の

資
源
は
全
部
違
う
。
そ
れ
を
ど
う
い
か

す
か
は
地
域
の
人
の
力
で
あ
り
、「
宝

も
の
探
し
」
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
っ
て

い
る
。」
と
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

焼
却
ご
み
の
減
量
、
平
地
林
の
保

全
、
更
な
る
農
業
振
興
等
の
課
題
の

あ
る
当
町
に
お
い
て
茂
木
町
の
取
り
組

み
は
大
い
に
参
考
に
な
り
う
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
然
の
持
つ
循
環
型

シ
ス
テ
ム
と
の
共
生
を
考
え
た
町
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
構
築
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
施
設
を
含
め
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
、
堆
肥
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然

で
あ
り
、
供
給
が
需
要
に
追
い
つ
か
な

い
こ
と
が
全
て
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。


